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「農ۀはਓ類最ॳのࣗવഁյ行ҝである」。農学෦ೖ学௚

後，植物防Ӹ概論の最ॳのतۀでڭतが発した，ࠓでも記Ա

に残る一ݴである。౰時はඍ生物学΁のڵຯからબ୒した農

学෦であり，ਂいҙຯなどわからͣฉきྲྀしていたが，30

年以上農ۀや農薬ビジωスにܞわるࠓでもৗにೝࣝしておく

べき事実ͩろう。農ۀは，多くの౎会生活者にとっては緑や

「ࣗવ」をイメージしがͪͩが，໌らかにෆࣗવであり，ਓ

類によって૑作された，単一植物࠿ഓによる食ྉ生産行ҝ，

つまり農ۀという立೿な産ۀである。஍ฏઢまで続くアメリ

カɾアイオϫのίーンാやϒϥジルɾϚッドグロッιの大౾

ാで動く緑の大ܕ農機を見ると，԰ࠜやғいのない作物޻৔

であるとڧく͡ײるのは日本ਓͩからͩろうか。

はۀ時୅の日本では，農ށߐ 90% ۙくの国ຽがै事した

重要産ۀで，ࠓでも֗ࢢ஍を཭れれば農ۀはۙくにあるとײ

͡ることができる。ॳ来日の外国ਓが成田ۭߓから౎৺にҠ

動するं૭から見える田ാの෩ܠは，大౎会 T0,:0 のイ

メージとは異なりڻいていることからも，౎会ۙくであって

も農ۀは਎ۙなものであることを証໌している。๺ւ道やീ

࿠ׁׯ୓஍でみられる஍ฏઢに޿がる農஍を除けば，ཬ஍ཬ

イメージのத৺であろۀは日本ਓが๊く農ۀでӦまれる農ࢁ

う。そんな਎ۙな農ͩۀからこそ，農薬に対するෛのイメー

ジはڧい。ਓ類が食ຯや多ऩを求めて植物からվྑした作物

は，必ͣしもප害஬にڧいものばかりでなく，また，単一種

の࠿ഓも相まって防除が必要となる。現୅の農ۀはࡶ草ɾප

害஬防除がલఏに成り立つ産ۀと考えて間ҧいないͩろう。

安定的食ྐ生産のため，品種վྑや࠿ഓٕज़によるߞ種的

防除，物理的防除の取り૊みも੝んに進んではいるが，ࠓで

も植物防Ӹのத৺は化学的防除，農薬の施用である。その農

薬が঎品としてൢചɾ使用されるための農薬登録制度は，Պ

学の進าとڞにਓசɾ環境に対するߴい安全性を要求してい

る。農薬メーカーの੡品։発にܞわる者として，৽化合物の

૑薬։発のϋードルが年々ߴくなり，要求試験実施のため

年々අ用が増しているとڧく͡ײる。農薬が草取り作ۀの࿑

ಇ生産性をඈ༂的にվળし，農作物のऩ量増や品質޲上に大

きくݙߩし，しかも現୅Պ学の最৽஌見にরらし合わͤても

安全性が評価されている঎品にもかかわらͣ，農薬に対する

ੈ間のイメージは決してલ޲きではない。

農薬は，一ൠࢢຽがもつイメージと，ࣾ会ݙߩの実態との

ဃ཭が大きなもののయܕ例ͩろう。外ࢿメーカーೖࣾ௚後の

バϒル後ظに，まことしやかな「無農薬」シールがషられ 2

ʙ 3 割ߴでചられていた生઱食品ചり৔に立つたͼに，きっ

と農薬の໾割がਖ਼しくೝめられる時が来ると৴͡ていた。そ

んなこともあって，খ学ߍの෕฼会のԅ੮でࣗ਎の࢓事の࿩

になり，最ॳはࣗ਎のѻう঎品を࿩すことに᪳᪯しながらも，

ۙ͝ॴさんに農薬の໾割を೤くઆ໌し，みなさんからँײさ

れたことをࢥい出す。一方，খத学ߍのतۀで農薬に関する

ਖ਼しい஌ࣝが఻えられていないことをڙࢠからฉかされるの

は残念でならなかった。

਎ۙなਓが事実を఻え，஌ってもらうことでपりのਓのイ

メージはมえられるのかもしれないが，農ۀや農薬を஌るਓ

がいくらՈ଒，਌ੰ，༑ਓに఻えても，఻えきれる数は଍り

ない。メデΟアに多くをظ଴できないࠓ，国の定めるٛ຿ڭ

ҭで事実をਖ਼しくڭえることが，イメージをมえる一าなの

かもしれない。
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